
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（高校／国語）作問者：ＮＩＥアドバイザー 実石克巳（静岡高校 教諭）

２０２１年 ７月８日朝刊中部版記事を読んで、問いに答えなさい。
解答欄が足りない場合は、裏面に記すこと。

＜参考＞①＝民俗学、文化学、日本文学に関する問題、②天文学、神話学、歴史学に関する問題、③歴史学、日本文学、民族学、地
域経済学、地方行政学に関する問題

①折口信夫著『水の女』「一二
たなばたつめ」に「たなばたつめ
とは、たなの機中にいる女という
ことである。銀河の織女星は、さ
ながら、たなばたつめである。年
に稀におとなう者を待つ点もそっ
くりである。」とある。現代の七夕
を機織信仰・稀人信仰の視点に
於いて考察せよ。

②七夕は唐の玄宗のときに盛んに行われた乞巧奠（きっこうでん）が日本に伝わり、宮中
行事から庶民に広がるようになった。星の飾り物を装飾する意味を見出すことができるが、
星を観察することが古代人にとってどのような意義があったのか、考察せよ。

③「合格駅」にちなむ五角形の短冊は、陰陽道によると木・火・土・金・水の5つの元素の

働きの相克を表したものであり、魔除けの呪符としても伝えられている。古代の信仰と現
代の地域経済活性化の関連性を考察せよ。


